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ト
ラ
ン
プ
版
モ
ン
ロ
ー
主
義

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
第
２
次
政

権
と
し
て
初
の
「
国
家
安
全
保
障
戦

略
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）」
を
公
表
し
た
。
序

文
か
ら
「
過
激
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
Ｗ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
（
意
識
高
い

系
）
の
狂
気
を
軍
か
ら
締
め
出
し
た
」

と
露
骨
な
ト
ラ
ン
プ
節
。
北
大
西
洋

条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
諸
国
の
防

衛
費
増
額
を
の
ま
せ
た
こ
と
や
高
関

税
を
歴
史
的
成
果
と
し
て
誇
る
が
、

文
書
に
副
題
を
付
け
る
な
ら
「
ト
ラ

ン
プ
版
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
だ
ろ
う
。

　

モ
ン
ロ
ー
主
義
は
西
半
球
、
す
な

わ
ち
南
北
米
大
陸
へ
の
欧
州
列
強
の

干
渉
を
拒
ん
だ
19
世
紀
の
原
則
だ
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
Ｎ
Ｓ
Ｓ
発
表
に

先
立
ち
「
外
国
で
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ス

ト
で
も
な
く
米
国
民
が
わ
が
半
球
の

運
命
を
常
に
支
配
す
る
の
だ
」
と
回

帰
を
宣
言
。
Ｎ
Ｓ
Ｓ
で
域
外
国
の
影

響
排
除
を
明
文
化
し
、
21
世
紀
の
縄

張
り
戦
略
と
し
て
再
定
義
し
た
。

　

30
ペ
ー
ジ
余
り
の
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
要
諦

は
「
す
べ
て
の
国
や
地
域
、
問
題
に

か
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う

割
り
切
り
だ
。
米
国
が
他
国
に
目
を

向
け
る
の
は
自
国
の
核
心
的
利
益
が

脅
か
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
オ
バ
マ

元
大
統
領
も
シ
リ
ア
攻
撃
を
見
送
っ

た
際
「
米
国
は
世
界
の
警
察
官
で
は

な
い
」
と
吐
露
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ

氏
に
は
何
の
葛
藤
も
苦
悩
も
な
い
。

あ
る
の
は
損
得
勘
定
だ
け
だ
。

軍
事
衝
突
の
抑
止
を
訴
え
、
台
湾
に

つ
い
て
は
「
現
状
維
持
」。
日
本
列

島
―
台
湾
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
結
ぶ
第

１
列
島
線
防
衛
で
日
韓
を
名
指
し
し

て
役
割
を
果
た
す
よ
う
要
求
し
た
。

　

興
味
深
い
の
は
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」

を
め
ぐ
る
主
張
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
多
様
性
や
民
主
主
義
的
価
値

を
軽
視
し
米
国
の
魅
力
を
大
き
く
損

い
。
国
務
省
高
官
が
「
日
本
人
は
文

言
の
細
部
か
ら
政
策
意
図
を
読
み
取

ろ
う
と
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ

ま
で
緻
密
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
だ
が
何
が
書
か
れ

て
い
な
い
の
か
も
重
要
だ
。
例
え
ば

北
朝
鮮
に
は
一
言
も
触
れ
て
い
な

い
。「
八
つ
の
紛
争
を
止
め
た
平
和

大
統
領
」
を
自
任
す
る
だ
け
に
、
核

保
有
を
黙
認
し
た
ま
ま
朝
鮮
戦
争

「
終
戦
」
に
飛
び
つ
く
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。

　

北
京
の
天
安
門
広
場
で
９
月
に
行

わ
れ
た
軍
事
パ
レ
ー
ド
で
は
習
し
ゅ
う
・
き
ん
ぺ
い

近
平

国
家
主
席
の
両
脇
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
と
北
朝
鮮
の
金
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩

総
書
記
が
並
ん
だ
が
、
今
回
の
Ｎ
Ｓ

Ｓ
は
三
者
に
と
っ
て
悪
く
な
い
内
容

に
映
り
そ
う
だ
。
米
国
が
ア
ジ
ア
や

欧
州
へ
の
関
与
を
薄
め
、
中
ロ
と
の

〝
す
み
分
け
〞
に
傾
く
な
ら
、
ト
ラ

ン
プ
氏
の
言
う
「
新
た
な
黄
金
時
代
」

は
日
本
に
と
っ
て
容
易
な
ら
ざ
る
時

代
と
な
る
。 

（
智
）

　

地
域
の
優
先
度
は
西
半
球
、
ア
ジ

ア
（
イ
ン
ド
太
平
洋
）、欧
州
、中
東
、

ア
フ
リ
カ
の
順
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
は
購
買
力
平
価
で
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
約
半
分
を
占
め
る
「
次
世
紀
の
経

済
的
・
地
政
学
的
な
主
戦
場
」
と
位

置
付
け
る
一
方
、
中
国
を
ル
ー
ル
に

基
づ
く
国
際
秩
序
に
取
り
込
め
る
と

の
期
待
は
誤
り
だ
っ
た
と
断
じ
た
。

ね
た
。
し
か
し
Ｎ
Ｓ
Ｓ
が
説
く
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
の
源
泉
は
「
米
国
の
偉
大

さ
」
へ
の
誇
り
、
つ
ま
り
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
や
自
国
第
一
主
義
。
各
国

で
勢
い
を
増
す
排
外
主
義
や
右
派
と

の
共
鳴
を
見
る
に
、
負
の
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
文
書
を
隅
々
ま
で

読
み
込
ん
だ
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
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幸
い
に
し
て
日
本
で
こ
ん
な
事
は

起
き
そ
う
も
な
い
。

　
一
、
野
党
勢
力
が
強
い
主
要
都
市

に
軍
兵
士
を
派
遣
。

　
一
、
意
に
沿
わ
な
い
野
党
議
員
に

死
刑
を
宣
告
。

　
一
、
元
首
の
親
族
が
ビ
ジ
ネ
ス
で

巨
万
の
富
を
築
く
。

　

ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
の
出
来
事
で
も
な

い
。米
国
で
進
行
中
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア

（
暗
黒
世
界
）現
象
の
ご
く
一
部
だ
。

　

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
第
２
次

政
権（
ト
ラ
ン
プ
2
・
0
）を
立
ち
上
げ

て
か
ら
来
月
で
１
年
を
迎
え
る
。世
界

の
貿
易
に
打
撃
を
与
え
た
高
関
税
な

ど
身
勝
手
な
政
策
を
次
々
に
繰
り
出

し
た
が
成
果
は
乏
し
く
、支
持
率
も

低
迷
。負
け
れ
ば
政
権
の「
レ
ー
ム
ダ

ッ
ク（
死
に
体
）化
」
を
招
き
か
ね
な

い
２
０
２
６
年
11
月
の
中
間
選
挙
へ

向
け
、挽
回
に
必
死
だ
。

市
民
に
宣
戦
布
告
？

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
６
月
以
降
、

与
党
共
和
党
の
看
板
政
策
で
あ
る

不
法
移
民
取
り
締
ま
り
へ
の
抗
議
デ

モ
が
頻
発
し
た
西
部
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

と
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
に
、犯
罪
対

策
の
名
目
で
州
兵
や
連
邦
軍
を
派
兵

し
た
。

　

い
ず
れ
も
野
党
民
主
党
首
長
が
い

る
州
と
都
市
だ
っ
た
。米
連
邦
捜
査

局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
の
統
計
に
よ
れ
ば
、全

米
で
人
口
当
た
り
犯
罪
発
生
率
が
一

番
高
い
の
は
、テ
ネ
シ
ー
州
の
メ
ン

フ
ィ
ス
市
だ
が
同
州
知
事
は
共
和
党

だ
。メ
ン
フ
ィ
ス
を
問
題
視
し
な
い
の

は
、州
知
事
へ
の
配
慮
と
、民
主
党
に

治
安
維
持
能
力
が
な
い
と
ア
ピ
ー
ル

す
る
目
的
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

あ
か
ら
さ
ま
な
リ
ベ
ラ
ル
首
長
叩た

た

き
が
横
行
す
る
中
、今
年
９
月
に
ト

ラ
ン
プ
氏
が
自
身
の
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に
投
稿
し
た
加
工
画
像
は

物
議
を
醸
し
た
。

　

描
か
れ
た
の
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を

舞
台
に
し
た
映
画「
地
獄
の
黙
示
録
」

の
登
場
人
物
に
扮ふ

ん

し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
。

中
西
部
シ
カ
ゴ
の
街
を
背
景
に「（
国

防
総
省
が
）な
ぜ
戦
争
省
と
呼
ば
れ
る

の
か
、シ
カ
ゴ
は
知
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
た
。ト

ラ
ン
プ
氏
の
す
ぐ
後
ろ
で
は
巨
大
な

炎
が
上
が
っ
て
、投
稿
は
不
法
移
民
対

策
に
反
発
す
る
シ
カ
ゴ
市
民
（
市
長

は
当
然
民
主
党
）へ
向
け
た「
戦
争
準

備
宣
言
」と
受
け
止
め
ら
れ
た
。

　

彼
は
こ
う
し
た
投
稿
が
大
得
意
だ
。

国
民
に
銃
を
向
け
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
米
国
最
大
の
タ
ブ
ー
を
破
る
恐

れ
が
あ
る
州
兵
派
遣
を
テ
ー
マ
に
、な

ぜ
こ
ん
な
ふ
ざ
け
た
投
稿
が
で
き
る

はんざわ・たかみ　1962年福島県会津若松市生まれ。88年
共同通信入社。社会部、外信部、カイロ支局特派員、ロサン
ゼルス支局長、シアトル支局長、ロンドン支局長、ワシント
ン支局長を経て、2023年 6月から共同通信特別編集委員兼
論説委員。主な著書に『銃に恋して　武装するアメリカ市民』
（集英社）『ノーベル賞の舞台裏』（筑摩書房、共著）など。

共同通信特別編集委員　半沢隆実
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の
か
、
誰
も
が
抱
く
疑
問
だ
。

　

米
タ
イ
ム
誌
は
こ
の
件
を
「
今
日

の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
化
し
た
政
治
」の
象

徴
と
し
て
取
り
上
げ
た
。興
味
深
い
の

は
、理
由
に
つ
い
て
「
政
治
の
エ
ン
タ

メ
化
現
象
」
と
い
う
視
点
で
分
析
し

た
こ
と
だ
。岩
盤
支
持
層
に
向
け
た

単
純
な
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
裏
に
は
ち

ゃ
ん
と
計
算
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
氏
が
〝
エ
ン
タ
メ
最
高

司
令
官
〞
の
役
割
を
果
た
し
国
民
の

耳
目
を
集
め
る
隙
に
、冷
徹
な
側
近
た

ち
が
米
国
の
極
端
な
保
守
化
を
着
々

と
進
め
て
い
る
」

　

記
事
は
こ
う
指
摘
し
た
上
で
米
国

の
現
状
を
英
作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ

ェ
ル
ら
が
『
一
九
八
四
年
』
な
ど
で
描

い
た
、理
想
郷
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）
と
反

対
の
、人
々
が
自
由
を
完
全
に
奪
わ

れ
た「
暗
黒
世
界
」に
重
ね
た
。

死
刑
宣
告

　

第
１
次
政
権
で「
も
う
一
つ
の
真
実
」

と
い
う
考
え
方
を
駆
使
し
た
ト
ラ
ン
プ

氏
と
彼
の
取
り
巻
き
は
、虚
と
実
の
間

で
常
に
揺
れ
動
き
判
断
が
鈍
る
人
間

の
弱
さ
を
巧
み
に
突
く
。最
近
飛
び
出

し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
「
死
刑
宣
告
」
騒
ぎ

も
そ
の
例
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

９
月
以
降
、ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、米
国

に
流
入
す
る
麻
薬
の
供
給
源
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
近
海
に
空
母
打
撃
群
を
展
開
、「
麻

薬
運
搬
船
」を
標
的
に
少
な
く
と
も
20

回
の
空
爆
を
実
行
、80
人
超
が
死
亡
し

た
。ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
た
船
舶
が

麻
薬
を
積
ん
で
い
た
明
確
な
証
拠
は

な
い
。政
権
は
情
報
機
関
の
認
定
を
根

拠
と
す
る
が
、肝
心
の
船
と
乗
員
は
海

の
藻
く
ず
で
確
認
は
不
可
能
だ
。逆

に
、生
存
者
を
残
さ
な
い
手
法
は
不
都

合
な
証
拠
を
隠
滅
す
る
た
め
で
は
な

い
か
と
の
疑
問
が
つ
き
ま
と
う
。

　

問
答
無
用
の
他
国
民
間
人
殺
害
に

は
、軍
や
議
会
か
ら
合
法
性
を
疑
う

声
が
上
が
っ
た
。元
宇
宙
飛
行
士
で
海

軍
出
身
の
ケ
リ
ー
上
院
議
員
や
中
央

情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
分
析
官
だ
っ
た
ス

ロ
ト
キ
ン
上
院
議
員
ら
民
主
党
の
上

下
両
院
議
員
計
６
人
が
動
画
を
公
表

し
「
違
法
な
命
令
は
拒
否
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、実
行
す
る
義
務
は
誰
に
も

な
い
」と
訴
え
た
。

米ニューヨークの観光名所タイムズスクエアで、「王はいらない」と書かれたプラカードを掲げるデモ参加者＝10月１８日
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軍
人
は
最
高
司
令
官
で
あ
る
大
統

領
で
は
な
く
憲
法
に
忠
誠
を
誓
う
こ

と
が
根
拠
だ
。こ
れ
に
対
し
ト
ラ
ン

プ
氏
は
「
決
し
て
許
さ
れ
な
い
発
言

だ
。死
刑
に
処
す
べ
き
反
逆
行
為
だ
」

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
た
。

　

大
統
領
が
議
員
ら
の
発
言
を
理
由

に
死
刑
を
宣
告
す
る
と
い
う
非
現
実

的
な
〝
虚
構
〞
と
、政
府
批
判
の
封
じ

込
め
と
い
う
〝
現
実
〞
の
間
で
、国
民

は
困
惑
し
怒
り
、混
乱
す
る
。も
ち
ろ

ん
大
喝
采
を
送
る
人
々
も
少
な
く
は

な
い
。

　

虚
実
の
間
に
存
在
す
る
「
も
う
一
つ

の
真
実
」
空
間
が
生
む
厄
介
な
現
象

は
政
治
的
暴
力
だ
。大
統
領
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、９
月
に
起
き
た
保
守
系
活
動

家
チ
ャ
ー
リ
ー
・
カ
ー
ク
氏
の
暗
殺
事

件
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
新
た
な
暴

力
を
誘
発
し
か
ね
な
い
。そ
し
て
暴
力

は
、表
現
や
発
言
の
自
由
を
萎
縮
さ
せ

る
。

政
府
Ｖ
Ｓ
自
由
の
歴
史

　

権
力
と
表
現
の
自
由
の
関
係
で
、米

国
は
歴
史
上
何
度
も
危
う
い
場
面
に

直
面
し
て
き
た
。
最
も
知
ら
れ
る
の

が
１
７
９
８
年
の「
扇
動
法
」で
、ジ
ョ

ン
・
ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
が
自
身
に
批

判
的
な
新
聞
を
沈
黙
さ
せ
る
た
め
に

導
入
。「
政
府
に
対
す
る
虚
偽
や
醜

聞
、悪
意
あ
る
文
章
」
を
違
法
化
し
、

１
８
０
１
年
ま
で
時
限
立
法
と
し
て

続
い
た
。法
律
は
不
評
を
買
い
１
８
０

０
年
に
ア
ダ
ム
ズ
が
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ

ァ
ー
ソ
ン
に
大
統
領
選
挙
で
負
け
る
一

因
と
な
っ
た
。

　

ま
た
第
１
次
世
界
大
戦
中
の
１
９
１

７
年
に
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大

統
領
が
「
ス
パ
イ
法
」
を
導
入
、政
府

や
軍
、戦
争
に
異
議
を
唱
え
る
行
為
を

罰
し
た
。背
景
と
し
て
、欧
州
大
陸
の

戦
争
に
米
国
が
介
入
す
る
こ
と
に
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
、ロ
シ
ア
系
の

移
民
が
反
対
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
が
実
権
を

握
る
時
代
に
別
民
族
を
排
除
し
よ
う

と
し
た
一
時
期
の
米
国
の
姿
は
、今
日

の
現
状
に
も
意
味
を
持
つ
。

再
選
後
に
巨
額
利
益

　

ト
ラ
ン
プ
２
・
０
を
観
察
す
る
に
当

星条旗を背にして歩くトランプ米大統領＝７月、アイオワ州デモイン
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立
ち
上
げ
を
発
表
し
た
。

　

い
ず
れ
も
政
府
の
規
制
が
及
ぶ
ビ

ジ
ネ
ス
分
野
で
、「
腐
敗
」
や
「
利
益

相
反
」
と
の
批
判
も
上
が
る
が
ト
ラ

ン
プ
氏
は
意
に
介
さ
な
い
。米
シ
ン

ク
タ
ン
ク
「
ア
メ
リ
カ
進
歩
セ
ン
タ

ー
」
に
よ
れ
ば
、24
年
11
月
に
再
選

さ
れ
て
以
来
、ト
ラ
ン
プ
氏
と
家
族

は
１
８
０
億
ド
ル
、日
本
円
で
約
２
兆

８
千
億
円
と
い
う
途
方
も
な
い
利
益

を
得
た
。

地
方
選
で
連
敗

　

堅
固
な
支
配
体
制
を
確
立
さ
せ
た

ト
ラ
ン
プ
氏
だ
が
、肝
心
の
政
策
へ
の

評
価
は
低
迷
、地
方
選
で
連
敗
す
る

な
ど
共
和
党
陣
営
は
危
機
感
を
深
め

て
い
る
。

　

中
間
選
挙
は
４
年
お
き
に
行
わ
れ

る
大
統
領
選
の
折
り
返
し
で
実
施
さ

れ
る
た
め
、政
権
に
対
す
る
途
中
評

価
の
意
味
合
い
が
強
い
。次
回
選
挙
の

焦
点
は
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
連
邦
議

会
上
下
院
を
握
る
共
和
党
の
「
ト
ラ

イ
フ
ェ
ク
タ
」状
態
が
維
持
さ
れ
る
か

ど
う
か
だ
。従
来
予
想
で
は
共
和
党

優
勢
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、11
月
４

日
に
同
時
投
開
票
さ
れ
た
南
部
バ
ー

ジ
ニ
ア
、東
部
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
両

州
の
知
事
選
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長

選
で
民
主
党
候
補
に
全
敗
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
陣
営
を
動
揺
さ
せ
た
の

は
、こ
の
２
州
の
知
事
選
だ
っ
た
。出

口
調
査
に
よ
れ
ば
、有
権
者
の
関
心

は
経
済
に
集
中
、公
共
料
金
や
家
賃

な
ど
の
高
さ
、政
府
の
緊
縮
予
算
に

よ
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
に
不
満
を
抱
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

政
治
サ
イ
ト
、
リ
ア
ル
・
ク
リ
ア
・

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
と
ト
ラ
ン
プ

氏
の
支
持
率
平
均
は
43
・
３
％
で
、

不
支
持
率
は
54
・
５
％
と
、
第
２
次

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
て
以
来
の

最
低
水
準
。
特
に
イ
ン
フ
レ
対
策
は

不
支
持
率
が
60
％
を
超
え
る
な
ど
、

厳
し
い
評
価
だ
。
米
イ
ー
ロ
ン
大
の

調
査
で
は
、
約
８
割
が
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
関
税
・
貿
易
政
策
に
よ
る
物
価

上
昇
を
懸
念
し
て
い
た
。

起
死
回
生
は
？

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
わ
れ
わ
れ
は
バ

イ
デ
ン
前
政
権
下
で
近
代
最
悪
の
イ

ン
フ
レ
を
経
験
し
た
」
と
責
任
転
嫁

を
続
け
て
い
る
が
、
自
分
の
政
権
発

足
か
ら
１
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

は
、
苦
し
い
言
い
逃
れ
に
響
く
。

　

保
守
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
だ
け
で
４
年
の
任
期
を
乗
り
切

る
の
は
困
難
だ
。
中
国
に
レ
ア
ア
ー
ス

（
希
土
類
）
供
給
や
米
国
産
大
豆
買

い
入
れ
と
い
う
急
所
を
押
さ
え
ら
れ

た
ま
ま
高
関
税
合
戦
を
挑
み
、
結
局

は
引
き
分
け
程
度
で
終
わ
っ
た
の
は

周
知
の
事
実
だ
。
少
女
ら
の
人
身
売

買
罪
で
起
訴
さ
れ
た
後
に
自
殺
し
た

富
豪
エ
プ
ス
タ
イ
ン
氏
を
巡
る
疑
惑

対
応
で
は
身
内
の
米
国
第
一
主
義
運

動
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
」
派
内
部
で
も
不
協

和
音
が
起
き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
ま
ま
お
と
な
し
く

引
き
下
が
る
ト
ラ
ン
プ
氏
で
は
な
か

ろ
う
。
願
わ
く
ば
地
道
な
イ
ン
フ
レ

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
た

い
が
、
想
像
を
超
え
た
奇
策
に
直
面

す
る
覚
悟
も
必
要
だ
。
２
０
２
６
年

も
ト
ラ
ン
プ
・
イ
ヤ
ー
と
な
る
の
は

間
違
い
な
い
。

た
っ
て
、
第
１
次
政
権
で
は
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
マ
テ
ィ
ス
氏
（
国
防
長
官
）
や
ジ

ョ
ン
・
ケ
リ
ー
氏
（
大
統
領
首
席
補

佐
官
）
ら
軍
出
身
の
重
鎮
が
、
身
を
て

い
し
て
ト
ラ
ン
プ
氏
の
暴
走
に
対
す

る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
役
を
果
た
し
た
こ

と
を
覚
え
て
お
き
た
い
。

　

２
０
２
０
年
の
大
統
領
選
敗
北
か

ら
４
年
間
の
忍
従
を
経
て
返
り
咲
い

た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

か
ら
こ
う
し
た
人
材
を
完
全
排
除
、

周
囲
を
イ
エ
ス
マ
ン
で
固
め
た
。
時

折
公
開
さ
れ
る
閣
議
は
、
聞
く
方
が

赤
面
す
る
ほ
ど
甘
い
「
大
統
領
礼
賛
」

で
満
た
さ
れ
て
い
る
。

　

一
族
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
盛
況
だ
。ト
ラ

ン
プ
氏
は
今
年
５
月
、一
族
が
発
行
す

る
「
ト
ラ
ン
プ
コ
イ
ン
」と
呼
ば
れ
る

仮
想
通
貨
の
保
有
上
位
者
を
招
い
た

夕
食
会
を
開
催
、投
資
家
ら
が
計
約

１
億
４
８
０
０
万
ド
ル
を
出
し
て
参

加
し
た
と
さ
れ
る
。
長
男
ジ
ュ
ニ
ア
氏

や
次
男
エ
リ
ッ
ク
氏
が
率
い
る
複
合

企
業
「
ト
ラ
ン
プ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
」
は
そ
の
後
、新
た
な
携
帯
電
話

サ
ー
ビ
ス
「
ト
ラ
ン
プ
・
モ
バ
イ
ル
」
の
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韓
国
の
ネ
ッ
ト
芸
能
メ
デ
ィ
ア

「
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
」
は
12
月
５
日
、
俳

優
、
チ
ョ
・
ジ
ヌ
ン
氏
（
49
）
が
高

校
時
代
に
車
の
窃
盗
や
性
的
暴
行
で

少
年
院
に
送
致
さ
れ
、
成
人
に
な
っ

た
後
も
暴
行
や
飲
酒
運
転
を
し
た
疑

惑
が
あ
る
と
報
じ
た
。
人
気
俳
優
だ
っ

た
だ
け
に
韓
国
社
会
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
た
。

　

韓
国
社
会
が
さ
ら
に
驚
い
た
の
は

チ
ョ
氏
が
翌
６
日
に
所
属
事
務
所
を

通
じ
て
「
私
は
す
べ
て
の
叱し
っ
せ
き責
を
謙

虚
に
受
け
止
め
、
今
日
付
で
す
べ
て

の
活
動
を
中
断
し
、
俳
優
の
道
に
終

止
符
を
打
つ
こ
と
に
し
た
」
と
コ
メ

ン
ト
を
発
表
、
事
実
上
の
引
退
を
宣

言
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

所
属
事
務
所
は
「
本
人
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
未
成
年
時
の
過
ち
に
つ

い
て
確
認
し
た
」
と
し
た
が
、
性
的

暴
行
に
関
し
て
は
無
関
係
だ
と
し
た
。

だ
が
、
報
道
の
ど
の
部
分
が
事
実
で
、

ど
の
部
分
が
事
実
で
な
い
か
な
ど
は

不
明
だ
。

　

波
紋
は
大
き
い
。
チ
ョ
氏
は
２
０

１
６
年
に
は
連
続
ド
ラ
マ
「
シ
グ
ナ

ル
」
で
未
解
決
事
件
を
追
う
刑
事
を

演
じ
て
人
気
を
集
め
た
。
テ
レ
ビ
局

で
は
そ
の
続
編
の
「
シ
グ
ナ
ル
２
」

の
撮
影
も
終
わ
っ
て
い
た
が
、
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。

　

チ
ョ
氏
は
２
０
０
４
年
製
作
の
朴
パ
ク
・

正チ
ョ
ン
ヒ熙
軍
事
政
権
下
の
高
校
の
状
況
を

リ
ア
ル
に
描
い
た
「
マ
ル
チ
ュ
ク
通

り
残
酷
史
」（
邦
題
「
マ
ル
チ
ュ
ク
青

春
通
り
」）
の
端
役
で
映
画
界
に
入
っ

た
。
そ
の
後
、「
わ
が
兄
」「
卑
劣
な
街
」

「
悪
い
や
つ
ら
」
な
ど
多
数
の
映
画
や

ド
ラ
マ
に
出
演
し
た
。

　

最
近
は
抗
日
独
立
運
動
に
関
連
し

た
映
画
に
出
演
し
た
り
、
関
連
行
事

に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
た
。
今
年
８
月
15
日
の
光

復
節
式
典
で
は
国
旗
に
対
す
る
宣
言

文
を
朗
読
し
た
。
17
日
に
は
抗
日
運

動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
李イ
・

在ジ
ェ
ミ
ョ
ン明
大
統
領
の
横
で
鑑
賞
す
る
な

ど
、
人
々
に
「
愛
国
者
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
与
え
た
。
今
回
の
暴
露
の
背
後

に
は
、
チ
ョ
氏
が
「
愛
国
者
」
と
し

て
振
る
舞
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
反
発

が
あ
る
の
で
は
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

　

チ
ョ
氏
が
高
校
時
代
に
ど
ん
な
事

件
を
起
こ
し
た
か
は
明
確
で
は
な
い
。

韓
国
で
は
少
年
事
件
の
記
録
や
捜
査

資
料
は
、
被
害
者
で
あ
っ
て
も
少
年

部
裁
判
官
の
許
可
が
な
け
れ
ば
閲
覧

で
き
な
い
。

　

約
30
年
前
の
犯
罪
で
人
気
俳
優
が

突
然
、
俳
優
活
動
に
終
止
符
を
打
っ

た
こ
と
で
、
少
年
期
の
犯
罪
に
対
し

て
ど
こ
ま
で
責
任
を
負
う
べ
き
な
の

か
大
き
な
論
争
に
な
っ
て
い
る
。

　

未
成
年
時
の
犯
罪
が
成
年
後
に
ま

で
影
響
を
及
ぼ
す
な
ら
、
少
年
犯
の

更
生
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
る
と

い
う
見
方
が
あ
る
。
一
方
で
、
た
と

え
未
成
年
時
の
犯
罪
で
あ
っ
て
も
、

大
衆
の
前
に
立
つ
公
人
な
ら
厳
し
い

基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
意
見
も
あ
る
。
少
年
期
の
犯
罪

が
性
的
暴
行
な
ど
の
場
合
は
、
被
害

者
の
立
場
が
無
視
さ
れ
て
良
い
は
ず

は
な
い
と
い
う
声
も
強
い
。

　

あ
る
弁
護
士
は
12
月
７
日
、
ソ
ウ

ル
警
察
庁
長
官
に
、
こ
の
事
件
を
最

初
に
報
道
し
た
記
者
２
人
を
少
年
法

違
反
の
疑
い
で
告
発
し
た
。
こ
の
弁

護
士
は
「
少
年
法
は
罪
を
覆
い
隠
す

盾
で
は
な
く
、
烙ら
く
い
ん印
な
く
社
会
へ
復

帰
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
社

会
的
合
意
だ
。
果
た
し
て
30
年
前
の

高
校
生
の
過
ち
を
掘
り
返
す
こ
と
が

２
０
２
５
年
の
大
衆
に
本
当
に
必
要

な
『
知
る
権
利
』
な
の
か
」
と
主
張

し
た
。

　

一
方
、
野
党
、「
国
民
の
力
」
の
羅ナ
・

卿ギ
ョ
ン
ウ
ォ
ン
瑗
議
員
は
７
日
、
大
統
領
や
国

会
議
員
な
ど
高
位
公
職
者
の
少
年
期

凶
悪
犯
罪
を
国
が
公
式
に
検
証
し
、

国
民
が
直
接
確
認
で
き
る
「
公
職
者

少
年
期
凶
悪
犯
罪
照
会
・
公
開
法
」

を
発
議
す
る
予
定
だ
と
明
ら
か
に
し

た
。

　

こ
の
発
議
は
公
職
者
の
少
年
期
の

犯
罪
歴
を
公
表
す
る
と
い
う
も
の
だ

が
、
羅
議
員
の
事
務
所
は
「『
少
年
犯

の
記
録
と
い
う
理
由
だ
け
で
凶
悪
犯

罪
の
前
科
が
死
角
地
帯
に
残
さ
れ
た

ま
ま
に
な
る
の
は
不
当
だ
』
と
い
う

世
論
を
立
法
で
解
決
す
る
と
い
う
の

が
趣
旨
だ
」
と
説
明
し
た
。

少
年
期
の
犯
罪
、

　
　
　
　
ど
こ
ま
で
問
え
る
の
か
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11
月
後
半
、
北
海
道
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
以
前
は
た
び
た
び
訪
れ
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
は

初
め
て
で
、
札
幌
市
内
は
も
と
よ
り
、

郊
外
地
域
へ
も
公
共
交
通
を
乗
り
継

い
で
足
を
延
ば
し
て
み
ま
し
た
。

　

札
幌
の
街
を
歩
い
て
ま
ず
思
っ
た

の
は
、人
の
多
さ
で
す
。地
下
街
を
歩

い
て
い
て
も
、地
下
鉄
に
乗
っ
て
い
て

も
、東
京
と
変
わ
ら
な
い
人
の
多
さ

に
驚
か
さ
れ
ま
す
。体
感
的
に
は
、都

道
府
県
庁
所
在
地
で
も
、こ
れ
ほ
ど

多
く
の
人
で
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
る
都
市
は
、

三
大
都
市
圏
以
外
で
は
福
岡
、広
島

な
ど
、数
え
る
ほ
ど
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
賑
わ
い
が
あ
れ
ば
、

例
え
ば
路
線
バ
ス
な
ど
の
地
域
の
公

共
交
通
を
維
持
す
る
こ
と
も
あ
る
程

度
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。
実
際
、

札
幌
市
内
で
路
線
バ
ス
に
も
乗
っ
て

み
ま
し
た
が
、
観
光
客
の
多
さ
も
手

伝
っ
て
、
そ
こ
そ
こ
の
乗
車
率
で
し

た
。
人
手
不
足
の
折
、
札
幌
で
も
路

線
バ
ス
を
維
持
す
る
に
は
多
く
の
困

難
が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
地
方
都
市

で
よ
く
見
か
け
る
、「
空
気
を
運
ぶ

１
日
数
本
の
路
線
バ
ス
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

札
幌
市
の
人
口
は
、２
０
２
０
年
ま

で
増
加
傾
向
に
あ
り
、そ
の
後
は
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。減
り
続
け
て

い
る
北
海
道
全
体
と
は
対
照
的
で
す
。

ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
札
幌
以
外

の
地
域
で
、
公
共
交
通
手
段
を
維
持

す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
だ
け
で
も
、
留

萌
線
、
根
室
線
、
日
高
線
の
各
一
部
、

ま
た
札
幌
と
郊
外
の
都
市
を
つ
な
い

で
い
た
札
 
さ
っ
し
ょ
う沼
線
の
一
部
が
廃
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
常
的
な
市
民
の
足
で

あ
る
公
共
交
通
の
維
持
や
新
設
を
考

え
る
と
、
一
定
の
人
口
規
模
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
札
幌
へ
の
人
口
集
中

が
進
む
中
で
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整

理
統
合
さ
れ
る
北
海
道
は
、
ま
る
で

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
都
市
の
あ
り

方
を
探
る
社
会
実
験
の
真
っ
最
中
と

い
う
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

日
本
全
体
の
人
口
が
先
細
り
と
な

る
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
状
況
下
、

当
然
効
率
的
に
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
運

営
で
き
る
大
都
市
周
辺
に
集
住
を
促

す
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
政
策
を
推

進
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
事
は
そ
う
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
都
市
以
外
の
地

域
で
も
、
過
疎
地
と
は
い
え
、
農
林

水
産
物
の
生
産
の
場
で
あ
る
だ
け
で

は
な
く
、
製
造
業
の
拠
点
が
点
在
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
薄
く
広

く
と
は
い
え
、
人
々
の
暮
ら
し
の
場

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
人
た
ち

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
維
持
が
図

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
最
近
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
で
、
そ
う
し
た
地
域
に
あ
る
無

名
観
光
地
が
い
き
な
り
脚
光
を
浴
び

る
場
合
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
論
争
は
長

き
に
わ
た
り
議
論
さ
れ
、
未
だ
決
着

は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う

な
環
境
で
も
、
生な

り
わ
い業
を
も
っ
て
人
々

が
住
み
続
け
て
い
る
以
上
、
暮
ら
し

の
場
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。
一
方
で
、
過
疎
地
域
に

お
け
る
公
共
交
通
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
を
、
行
政
が
支
え
続
け
る
こ
と

に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
は
自
明
で

す
。
人
口
減
少
の
日
本
は
、
将
来
ど

の
よ
う
に
国
土
保
全
や
土
地
利
用
を

図
っ
て
い
く
の
か
。
真
剣
に
議
論
を

深
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
日
本
総
合
研
究
所　

調
査
部

 

主
席
研
究
員　

藤
波
匠
）

２
０
０
０
年
以
降
人
口
減
少
が
続
く

全
道
に
対
す
る
札
幌
市
の
人
口
比
率

は
近
年
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、４
割

に
届
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。全
道
の
人

口
が
急
速
に
減
り
ゆ
く
中
、札
幌
の

吸
引
力
が
高
ま
る
構
図
が
見
え
て
き

賑わう札幌で考える
都市のあるべき姿
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さ
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
。

　

心
房
細
動
そ
れ
自
体
が
直
ち
に
命

に
関
わ
る
こ
と
は
ま
れ
だ
が
、
患
者
は

そ
の
症
状
の
不
快
感
か
ら
、
立
ち
働
い

た
り
趣
味
で
体
を
動
か
し
た
り
す
る
こ

と
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
全
般

の
質
が
著
し
く
低
下
す
る
と
い
う
。

　

発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
因
子
と
し
て

「
高
齢
で
あ
る
こ
と
」
「
心
筋
梗
塞
や

心
不
全
、
心
臓
弁
膜
症
な
ど
の
既
往

症
が
あ
る
こ
と
」
「
高
血
圧
が
長
い
間

続
い
て
い
る
こ
と
」
「
過
度
の
飲
酒
」

な
ど
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
糖
尿

病
や
肥
満
、
脂
質
異
常
症
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
な
ど
代
謝
異
常
の
状

態
が
続
く
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
だ
。

　

心
房
細
動
が
命
に
関
わ
る
深
刻
な

事
態
に
至
る
例
と
し
て
、
心
臓
内
で

血
液
が
滞
る
こ
と
で
血
栓
が
で
き
や

す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
原
さ
ん

は
「
血
栓
が
血
管
内
を
飛
べ
ば
脳
梗

塞
の
リ
ス
ク
と
な
り
、
心
臓
に
負
担

が
か
か
り
続
け
る
こ
と
で
心
不
全
の

リ
ス
ク
も
高
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
治
療
中
に
最
も
気
を
使
う
点
だ
」

と
強
調
し
た
。

　

今
回
の
研
究
で
そ
の
普
及
に
つ
い

て
調
べ
た
「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
は
、
こ
う
し
た
心
房
細
動
の

患
者
に
対
し
て
近
年
急
速
に
症
例
数

が
増
え
て
い
る
治
療
法
だ
。
病
状
の

条
件
次
第
で
は
完
治
も
望
め
る
の
が

最
大
の
特
長
と
な
る
。

　

脚
の
付
け
根
や
首
の
血
管
か
ら
細

い
管
（
カ
テ
ー
テ
ル
）
を
血
管
伝
い

で
心
臓
ま
で
挿
入
す
る
。
そ
の
管
を

通
じ
て
先
端
か
ら
高
周
波
電
流
を
流

す
装
置
を
送
り
込
み
、
誤
信
号
の
発

信
源
と
さ
れ
て
い
る
「
肺
静
脈
と
左

心
房
の
つ
な
ぎ
目
付
近
」
な
ど
を
処

置
す
る
。
実
際
は
、
装
置
の
先
端
か

ら
患
部
を
取
り
囲
む
よ
う
に
高
周
波

電
流
を
流
し
て
い
き
、
組
織
を
50
度

以
上
に
加
熱
す
る
。
誤
信
号
の
発
生

源
か
ら
信
号
が
伝
わ
る
「
回
路
」
に

当
た
る
部
位
で
、
こ
こ
を
破
壊
す
る

　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の

上か
み
は
ら
・
た
か
ひ
ろ

原
敬
尋
医
長
（
循
環
器
内
科
学
）

に
よ
る
と
、
心
房
細
動
は
、
心
臓
の

上
部
に
あ
る
心
房
に
正
常
な
拍
動
を

促
す
電
気
信
号
の
代
わ
り
に
誤
っ
た

電
気
信
号
が
伝
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

原
因
で
起
き
る
。

　

心
房
は
本
来
、
拡
張
期
に
は
血
液

くらし 2025

心房細動治療に地域差
「アブレーション」調査
専門医の配置が影響か
　人口高齢化に伴って「心房細

さいどう

動」の患者が急増

する一方で、新たな治療法として急速に普及する

治療法の件数が、地域によって大きな差があるこ

とが専門家の研究で明らかになった。地域ごとの

専門医の数に左右されていることも判明し、研究

者は「専門医の配置を考慮することによって状況

を改善できる可能性がある」と訴えている。

を
吸
い
込
み
、
収
縮
期
に
は
血
液
を

送
り
出
す
働
き
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

誤
信
号
が
伝
わ
る
と
、
心
臓
の
筋
肉

が
け
い
れ
ん
し
た
よ
う
に
不
規
則
に
動

き
、
吸
い
込
み
と
送
り
出
し
の
両
方

の
動
き
は
妨
げ
ら
れ
る
。
動ど

う
き悸

が
起

き
る
ほ
か
、
体
に
酸
素
が
行
き
渡
ら

な
い
た
め
、
め
ま
い
や
息
切
れ
、
だ
る
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こ
と
で
誤
信
号
を
遮
断
し
て
し
ま
う

治
療
法
だ
。
ほ
ぼ
同
じ
仕
組
み
で
、

高
周
波
電
流
で
は
な
く
低
温
の
物
質

を
流
し
込
み
、
組
織
を
凍
結
さ
せ
て

破
壊
す
る
治
療
法
も
、
既
に
多
数
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　
「
従
来
の
手
術
で
は
患
者
の
心
身
の

負
担
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
ア
ブ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
、
メ
ス
を
使
わ
な
い
た
め

体
へ
の
負
担
が
比
較
的
小
さ
く
、
治

療
後
の
回
復
も
手
術
に
比
べ
て
大
幅

に
早
い
。
高
齢
者
で
も
実
施
可
能
な

場
合
が
多
い
」
と
上
原
さ
ん
は
言
う
。

　

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
１
９
８
０
〜
90

年
代
に
世
界
的
に
普
及
し
て
歴
史
は

長
く
、
そ
の
効
果
は
既
に
検
証
さ
れ

て
い
る
。

　

例
え
ば
世
界
10
カ
国
、
１
２
６
の
医

療
機
関
が
参
加
し
た
大
規
模
な
臨
床

試
験
で
は
、
２
０
０
９
〜
16
年
の
心
房

細
動
の
患
者
で
、
65
歳
に
な
っ
た
か
、

あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
若
く
て
も
脳
卒
中

の
危
険
因
子
を
抱
え
て
い
る
人
、
計
２

千
人
余
り
を
対
象
に
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
効
果
を
調
べ
た
。
１
年
後
の
生
活
の

質
を
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
で
比
較
し
た

結
果
、
こ
の
治
療
を
受
け
た
患
者
は

薬
物
療
法
の
患
者
に
比
べ
て
生
活
の

質
が
改
善
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

薬
物
治
療
と
違
っ
て
完
治
も
望
め

る
の
も
こ
の
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
だ
。
国

内
で
の
検
証
で
は
、
症
状
が
持
続
せ

ず
に
７
日
以
内
に
治
ま
る
「
発
作
性
」

の
心
房
細
動
の
患
者
に
こ
の
治
療
を

施
し
た
結
果
、
１
回
の
治
療
で
８
割
程

度
、
複
数
回
の
治
療
で
は
９
割
程
度

が
完
治
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
検
証
結
果
か
ら
、
心
房
細
動

の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
不
整

脈
の
起
き
方
や
発
症
か
ら
の
期
間
、

合
併
症
な
ど
の
身
体
症
状
を
勘
案
し

て
一
定
の
条
件
が
求
め
ら
れ
る
も
の

の
、
条
件
に
合
致
し
た
患
者
で
は
、

有
効
な
治
療
法
だ
と
し
て
推
奨
さ
れ

て
い
る
。

　

た
だ
問
題
は
、
こ
の
治
療
が
全
国

ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
と
は
言
え
な
い

現
状
が
あ
る
こ
と
だ
。

　

上
原
さ
ん
ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

国
内
で
の
地
域
差
を
明
ら
か
に
す
る

目
的
で
、
直
近
の
国
勢
調
査
に
よ
る

人
口
デ
ー
タ
、
入
院
医
療
費
の
計
算

デ
ー
タ
、
こ
の
治
療
の
実
績
を
集
約

し
た
「
日
本
不
整
脈
心
電
学
会
」
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
22
年
の
１
年
間
に

お
け
る
都
道
府
県
別
、
人
口
当
た
り

の
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
件
数
を
割

り
出
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
人
口
１
万
人
当
た
り

の
実
施
件
数
は
、
全
国
平
均
で
は
年

間
７
・
２
件
だ
っ
た
が
、
東
京
や
大
阪

な
ど
の
大
都
市
圏
で
は
軒
並
み
８
〜
９

件
台
と
高
か
っ
た
。
一
方
で
、
東
北
や

四
国
、
九
州
な
ど
の
一
部
で
は
、
３
〜

４
件
台
の
県
が
多
数
あ
り
、
都
道
府

県
の
間
で
最
大
３
倍
ほ
ど
の
開
き
が
あ

っ
た
。
同
学
会
の
専
門
医
の
デ
ー
タ
と

照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
地
元
に
こ
の

治
療
を
積
極
的
に
実
施
す
る
専
門
医

の
数
が
多
い
ほ
ど
、
実
施
件
数
も
多

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

上
原
さ
ん
は
「
心
房
細
動
に
よ
る

入
院
数
も
比
較
し
た
が
、
意
外
な
こ

と
に
人
口
当
た
り
入
院
数
は
各
都
道

府
県
で
ほ
ぼ
同
じ
で
、
心
臓
へ
の
負

担
が
大
き
い
寒
冷
地
ほ
ど
入
院
数
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
は
否

定
さ
れ
た
」
と
話
す
。
一
方
で
、
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
件
数
が
増
え
る
ほ

ど
心
房
細
動
が
減
っ
て
入
院
率
が
下

が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待
も
、
今

回
の
研
究
で
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ

た
。
原
因
は
不
明
だ
が
、
上
原
さ
ん
は

「
も
っ
と
も
っ
と
増
や
さ
な
い
と
、
必

要
な
患
者
に
こ
の
治
療
が
十
分
に
行

き
渡
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
分

析
し
た
。

　

こ
の
治
療
に
通
じ
て
い
る
専
門
医

の
リ
ス
ト
は
同
学
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
共
同
通
信
編
集
委
員

 

由
藤
庸
二
郎
）

N/.+//ǜȖǤ0.03,glbb���// 0.03-/0-/4���/18/3



12

　

毎
日
が
日
曜
日
の
筆
者
。
元
気

に
歩
き
回
れ
る
の
も
あ
と
10
年
程

度
と
思
い
、
少
し
前
か
ら
各
地
を

旅
し
て
い
る
。
２
月
に
は
流
氷
観

光
で
北
海
道
・
網
走
へ
、
10
月
に

は
函
館
を
訪
れ
た
。

　

す
べ
て
旅
行
会
社
頼
み
。「
初

体
験
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
も
悪
く
な

い
」と
陸
路
を
選
ん
だ
。

　

海
底
ト
ン
ネ
ル
は
ド
キ
ド
キ
の

通
過
。
１
分
間
に
20
ト
ン
の
海
水

が
ト
ン
ネ
ル
内
に
今
な
お
し
み
出

し
て
お
り
「
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ

て
い
る
」
と
聞
い
た
か
ら
だ
。
異
変

も
な
く
ホ
ッ
と
し
た
。

　

長
年
の
夢
の
函
館
は
２
０
２
４

年
度
の
観
光
客
が
６
０
０
万
人
を

突
破
し
た
人
気
の
地
だ
。市
の
統

計
で
は
、目
立
つ
海
外
勢
の
８
割

程
度
が
中
国
、韓
国
な
ど
ア
ジ
ア

か
ら
だ
と
い
う
。

　

驚
い
た
の
は
食
事
の
値
段
。

何
で
も
高
い
。千
円
以
下
の
ラ

ー
メ
ン
が
見
つ
か
ら
な
い
。お
寿す

司し

は
４
千
円
前
後
。回
転
寿
司

も
1
皿
最
低
４
０
０
円
台
。そ
れ

で
も
店
は
混
ん
で
い
る
。円
安

で
海
外
勢
に
は
か
つ
て
の
半
値

程
度
の
割
安
感
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。比
較
的
安
い
店
も
バ
ッ
ク

パ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
勢
が
行
列
し
て
い
た
。

　
〝
年
金
族
〞
で
節
約
精
神
が

身
に
つ
い
た
筆
者
は
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
夕
食
は
断
念
。
ス
ー
パ
ー

で
値
引
き
シ
ー
ル
の
付
い
た
寿
司

セ
ッ
ト
と
発
泡
酒
を
購
入
、
ホ
テ

ル
の
自
室
で
楽
し
ん
だ
。
魚
は
新

鮮
で
さ
す
が
北
海
道
。

　

ハ
イ
ラ
イ
ト
の
函
館
山
の
山
頂

か
ら
の「
１
０
０
万
ド
ル
の
夜
景
」

は
天
の
川
を
眼
下
に
見
て
い
る
よ

う
で
大
興
奮
。40
年
前
の
初
訪
米

で
夜
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
対
岸
か
ら

眺
め
た
時
の
感
動
を
思
い
出
し

た
。た
だ
し
、紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
か

き
入
れ
時
だ
と
い
う
の
に
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
は
定
期
点
検
で
休
止
中
。バ

ス
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
で
何
と
か
戻

れ
た
が
寒
風
の
中
の
長
蛇
の
列
で

１
時
間
待
ち
。さ
す
が
に
疲
れ
た
。

〝
殿
様
商
売
〞
に
は
や
や
腹
立
た

し
く
な
っ
た
。

　

空
き
地
が
目
立
つ
の
で
聞
い
た

ら
、
函
館
市
の
現
在
の
人
口
は
23

万
人
程
度
。
ピ
ー
ク
時
か
ら
12
万

人
の
減
少
で
半
世
紀
先
は
８
万
人

の
予
測
が
あ
る
。

　

昨
年
秋
は
北
陸
の
金
沢
、
福
井

を
訪
問
し
た
。
お
目
当
て
は
福
井

県
立
恐
竜
博
物
館
。
ロ
ン
ド
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
自
然
史
博
物
館

の
展
示
が
圧
巻
と
思
い
込
ん
で
い

た
が
、
動
く
模
型
な
ど
は
る
か
に

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。

世
界
３
大
恐
竜
博
物
館
に
数
え
ら

れ
る
の
に
は
納
得
し
た
。

　

金
沢
・
兼
六
園
で
は
、
西
南
戦

争
で
犠
牲
に
な
っ
た
石
川
県
士
族

の
慰
霊
像
を
訪
れ
た
。

　

明
治
維
新
の
３
傑
大
久
保
利
通

の
暗
殺
が
同
県
士
族
の
手
に
よ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

函
館
で
も
新
発
見
が
あ
っ
た
。

千
人
以
上
の
乗
客
が
犠
牲
と
な
っ

た
１
９
５
４（
昭
和
29
）
年
の「
洞

爺
丸
台
風
」
事
故
で
、暴
風
雨
で

転
覆
・
沈
没
し
た
の
は
１
隻
で
は

な
く
５
隻
。氷
山
に
衝
突
し
た
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
遭
難
に
匹
敵
す

る
未
曽
有
の
海
難
事
故
だ
。観
光

用
に
岸
壁
に
係
留
さ
れ
て
い
る

摩
周
丸
に
は
手
を
合
わ
さ
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

来
年
は
海
外
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
か
。

（
茨
城
大
学
名
誉
教
授

 

古
賀
純
一
郎
）

〝
年
金
族
〞の
函
館
旅
行
記

　
　
　
料
金
の
高
さ
に
閉
口

函館の夜景＝１０月、筆者撮影
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虫
だ
け
で
し
の
ぎ
、
20
キ
ロ
以
上
痩
せ

る
選
手
や
、
40
日
近
く
生
き
抜
い
た
後

に
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
で
強
制
退
場
さ

せ
ら
れ
た
若
い
女
性
の
参
加
者
も
い

る
。

　

こ
の
過
酷
な
イ
ベ
ン
ト
、
最
後
の
１

人
ま
で
残
れ
ば
20
万
元
（
約
４
４
０
万

円
）
の
優
勝
賞
金
が
も
ら
え
る
。
賞
金

だ
け
で
は
な
い
。
ネ
ッ
ト
で
人
気
に
火

が
つ
け
ば
、
番
組
終
了
後
に
ス
ポ
ン

サ
ー
が
付
い
た
り
、
ラ
イ
ブ
配
信
な
ど
新
し
い

収
入
源
が
得
ら
れ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
に
は
地
方
の
裕
福
で
な
い
家
庭
の
人
も

お
り
、
閉へ
い
そ
く塞
感
の
あ
る
社
会
で
、
こ
の
サ
バ
イ

バ
ル
大
会
で
生
き
残
る
こ
と
が
〝
別
の
人
生
へ

の
入
り
口
〞
だ
と
い
う
発
言

も
飛
び
出
す
。
回
を
追
う
ご

と
に
参
加
希
望
者
は
増
え
、

次
回
の
募
集
に
は
10
万
人
以

上
が
応
募
し
、
書
類
審
査
後

の
受
付
に
は
早
朝
か
ら
数
百

人
の
行
列
が
で
き
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
若
者
の
間
で
人
気

の
背
景
に
は
、
都
市
生
活
へ

の
疲
れ
も
あ
る
。
中
国
の
大

都
市
で
は
、
日
々
の
生
活
は

便
利
に
な
っ
た
が
、
学
校
で

も
会
社
で
も
競
争
が
激
し
く
、
常
に
評
価
に
追

わ
れ
、
あ
れ
こ
れ
と
悩
み
は
増
え
て
い
る
。
ス

マ
ホ
の
中
の
「
今
日
の
仕
事
は
食
べ
ら
れ
る
も

の
を
見
つ
け
る
だ
け
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
目

標
に
懸
命
な
世
界
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
逆
に

ま
ぶ
し
く
映
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
泥
だ
ら
け

で
疲
れ
果
て
た
人
間
の
姿
は
、
Ａ
Ｉ
が
生
み
出

す
整
っ
た
映
像
と
は
違
い
、
妙
な
説
得
力
を
持

つ
。「
他
人
の
必
死
さ
を
見
る
と
、
自
分
の
悩
み

が
少
し
軽
く
な
る
」
と
い
う
感
想
も
多
い
。
現

実
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
の
か
逃
避
し
て
い
る

の
か
、
判
断
が
難
し
い
が
、
心
が
疲
れ
て
い
る

の
は
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
「
本
を
置
い
て
旅
に
出
よ
」
と
あ
る
文
豪
が

言
っ
た
。
彼
が
現
代
を
見
た
な
ら
、「
ス
マ
ホ

を
置
い
て
、
よ
く
寝
な
よ
」
と
言
う
か
も
し
れ

な
い
。

　

あ
な
た
が
見
て
い
る
動
画
や
文
章
を
作
っ
て

い
る
の
は
人
間
で
す
か
？　

中
国
で
は
、
Ａ
Ｉ

が
生
成
し
た
ア
ニ
メ
や
漫
画
が
急
増
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
生
成
ア
ニ
メ
は
月
間
４
千
本
以
上
が
量
産

さ
れ
、
制
作
費
は
こ
れ
ま
で
の
数
分
の
一
。
た

だ
内
容
は
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
化
さ
れ
て
お
り
既
視

感
の
あ
る
も
の
が
多
く
、
安
く
手
軽
に
楽
し
め

る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
よ
う
な
娯
楽
が
増
え

て
い
る
感
覚
に
近
い
。

　
一
方
で
、〝
泥
と
汗
の
に
お
い
が
す
る
よ
う
な
〞

番
組
も
人
気
に
な
っ
て
い
る
。
湖
南
省
張
家
界

で
行
わ
れ
て
い
る
「
極
限
荒
野
求
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
は
１
０
０
人
の
参
加
者

が
最
低
限
の
道
具
だ
け
を

持
っ
て
山
に
入
り
、
ど
れ
だ

け
長
く
〝
生
き
残
れ
る
か
〞

を
競
う
様
子
が
放
映
さ
れ
て

い
る
。
選
手
が
雨
風
の
中
で

火
を
起
こ
す
ほ
か
、
わ
ず
か

な
木
の
実
を
探
し
て
飢
え
を

し
の
ぐ
姿
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
ま

り
、
関
連
動
画
の
再
生
回
数

は
１
０
０
億
回
を
超
え
た
。

火
を
起
こ
せ
ず
、
木
の
実
と

Ａ
Ｉ
時
代
の
中
国
で

〝
生
き
る
実
感
〞を
求
め
る
若
者
た
ち

湖南省の山林＝2023年10月、筆者撮影（番組とは関係ありません）

湖南省の滝＝2023年10月、筆者撮影（番組とは関
係ありません）
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督
が
、「
ボ
ー
は
お
そ
れ
て
い
る
」
に
続
い

て
ホ
ア
キ
ン
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
再
タ
ッ
グ
を

組
ん
だ
〝
炎
上
ス
リ
ラ
ー
映
画
〞。
さ
さ
い

な
口
論
を
き
っ
か
け
に
、
２
人
の
中
年
男
が

互
い
に
自
分
が
正
し
い
と
信
じ
込
み
、
引
く

に
引
け
な
く
な
る
姿
は
滑
稽
だ
が
、
う
わ
さ

や
デ
マ
が
広
ま
っ
て
い
く
怖
さ
を
見
る
と
、

笑
っ
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。
暴
力
が
暴

力
を
呼
び
、
批
判
と
陰
謀
が
真
実
を
覆
い

尽
く
す
本
作
を
、
コ
ロ
ナ
禍
の
悪
夢
を
思
い

出
し
な
が
ら
見
る
の
も
一
興
だ
。

「
楓
」（
19
日
公
開
）★
★

失
わ
れ
た
愛
を
め
ぐ
る
一
人
二
役
映
画

　

須
永
恵
と
恋
人
の
木
下
亜
子
は
、
共
通

の
趣
味
で
あ
る
天
文
の
本
や
望
遠
鏡
に
囲
ま

れ
な
が
ら
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
し

か
し
実
は
本
当
の
恵
は
１
カ
月
前
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
事
故
死
し
て
お
り
、
現
在
亜

子
と
一
緒
に
い
る
の
は
、
恵
の
ふ
り
を
し
た

双
子
の
兄
・
涼
だ
っ
た
。
恵
の
死
後
、
シ
ョ
ッ

ク
で
混
乱
し
た
亜
子
は
目
の
前
に
現
れ
た

涼
を
恵
だ
と
思
い
込
み
、
涼
も
本
当
の
こ

と
を
言
い
出
せ
ず
に
い
た
の
だ
っ
た
。

　

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
ス
ピ
ッ
ツ
の
名

曲
「
楓
」
を
原
案
に
、
大
切
な
人
を
失
っ
た

男
女
が
た
ど
る
切
な
い
運
命
を
描
い
た
ラ
ブ

シ
リ
ー
ズ
や「
バ
ー
ド
マ
ン　

あ
る
い
は（
無

知
が
も
た
ら
す
予
期
せ
ぬ
奇
跡
）」
で
知
ら

れ
る
キ
ー
ト
ン
が
74
歳
に
な
っ
て
い
た
こ
と

に
驚
く
。
撮
影
時
、
84
歳
の
パ
チ
ー
ノ
と
の

共
演
が
、
本
作
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
。

「
エ
デ
ィ
ン
ト
ン
へ
よ
う
こ
そ
」（
12
日
公
開
）

★
★
★

コ
ロ
ナ
禍
の
悪
夢
が
よ
み
が
え
る

　

２
０
２
０
年
、
米

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の

小
さ
な
町
エ
デ
ィ
ン

ト
ン
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
隔
離
生
活
を
強

い
ら
れ
、
住
民
た
ち

の
不
満
と
不
安
は
爆

発
寸
前
に
。
そ
ん
な

中
、
町
の
保
安
官
ジ
ョ
ー
（
ホ
ア
キ
ン
・
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
）
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
で
町
を
救

お
う
と
す
る
野
心
家
の
市
長
テ
ッ
ド
（
ペ
ド

ロ
・
パ
ス
カ
ル
）
と
マ
ス
ク
の
着
用
を
め
ぐ

る
小
競
り
合
い
か
ら
対
立
し
、
突
如
と
し
て

市
長
選
に
立
候
補
す
る
。
２
人
の
い
さ
か
い

の
炎
は
周
囲
へ
と
燃
え
広
が
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
憎
悪
で
大
炎
上
す
る

事
態
と
な
る
。

　
「
ミ
ッ
ド
サ
マ
ー
」
の
ア
リ
・
ア
ス
タ
ー
監

「
殺
し
屋
の
プ
ロ
ッ
ト
」（
12
月
５
日
公
開
）

★
★
★

記
憶
を
失
っ
た
殺
し
屋
の
顛
末

　

マ
イ
ケ
ル
・
キ
ー
ト
ン
が
監
督
・
主
演
・

製
作
を
務
め
、
急
速
に
記
憶
を
失
い
つ
つ
あ

る
老
い
た
殺
し
屋
が
完
全
犯
罪
に
挑
む
姿

を
描
い
た
ノ
ワ
ー
ル
映
画
。
主
人
公
ノ
ッ
ク

ス
の
盟
友
を
ア
ル・
パ
チ
ー
ノ
、
元
妻
を
マ
ー

シ
ャ
・
ゲ
イ
・
ハ
ー
デ
ン
が
演
じ
る
。
原
題
は

「
ノ
ッ
ク
ス
が
消
え
る
」。

　

本
作
は
、
リ
ー
ア
ム
・
ニ
ー
ソ
ン
が
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
侵
さ
れ
た
殺
し
屋
を
演
じ

た
「
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｙ　

メ
モ
リ
ー
」
と
実
に

よ
く
似
て
い
る
。
ニ
ー
ソ
ン
が
演
じ
た
殺
し

屋
は
、
忘
れ
た
と
き
の
用
心
の
た
め
に
腕
に

キ
ー
ワ
ー
ド
を
書
き
込
み
、
仕
事
が
済
む

と
消
す
と
い
う
作
業
を
し
て
い
た
が
、
本
作

の
ノ
ッ
ク
ス
は
備
忘
録
の
よ
う
な
メ
モ
帳
を

頼
り
に
こ
と
を
行
う
。
そ
こ
に
殺
し
屋
の
さ

が
が
に
じ
ん
で
哀
れ
を
誘
う
。
そ
し
て
最
後

は
全
て
を
忘
れ
て

し
ま
う
む
な
し

さ
。
こ
の
辺
り
の

設
定
が
新
種
の

ノ
ワ
ー
ル
映
画

と
し
て
面
白
い
。

「
バ
ッ
ト
マ
ン
」

★は五つ星が満点。映画製作の現場を長年取材
している筆者の独断と偏見に基づき評価した。

12月の映画

©２０２３ ＨＩＤＤＥＮ ＨＩＬＬ ＬＬＣ． ＡＬＬ ＲＩＧＨＴＳ Ｒ
ＥＳＥＲＶＥＤ．

©２０２５ Ｊｏｅ Ｃｒｏｓｓ Ｆｏｒ Ｍａｙｏｒ Ｒｉｇｈｔｓ ＬＬＣ． 
Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ．
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コ
ゴ
ナ
ダ
監
督
が
コ
リ
ン
・
フ
ァ
レ
ル
と

マ
ー
ゴ
ッ
ト
・
ロ
ビ
ー
を
主
演
に
迎
え
て
描

い
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ

マ
。
数
々
の
ジ
ブ
リ
作
品
を
手
が
け
て
き
た

久
石
譲
が
音
楽
を
担
当
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映

画
に
初
参
加
を
果
た
し
た
。
あ
る
家
族
と

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
交
流
を
描
い
た
前
作

「
ア
フ
タ
ー
・
ヤ
ン
」
も
そ
う
だ
が
、
コ
ゴ

ナ
ダ
監
督
は
シ
ュ
ー
ル
で
不
思
議
な
Ｓ
Ｆ
を

撮
る
。
特
に
色
使
い
が
印
象
的
。
コ
リ
ン
・

フ
ァ
レ
ル
の
違
っ
た
魅
力
を
引
き
出
す
の
も

う
ま
い
。
本
作
の
設
定
が
「
ド
ラ
え
も
ん
」

の
〝
ど
こ
で
も
ド
ア
〞
の
よ
う
で
ち
ょ
っ
と

お
か
し
か
っ
た
が
、
こ

れ
は
日
本
人
な
ら
で
は

の
感
想
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
か
と
思
っ

た
。
個
人
的
に
は
タ

イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
物
は
好

物
な
の
で
楽
し
く
見

た
。

「
星
と
月
は
天
の
穴
」（
19
日
公
開
）★
★
★

小
説
家
の
滑
稽
で
切
な
い
愛
の
行
方

　

１
９
６
９
年
。
妻
に
逃
げ
ら
れ
独
身
の
ま

ま
40
代
を
迎
え
た
小
説
家
の
矢
添
克
二
（
綾

野
剛
）
は
、
心
に
空
い
た
穴
を
埋
め
る
よ
う

に
娼
婦
の
千
枝
子

（
田
中
麗
奈
）
と
体

を
交
え
、
過
去
を
引

き
ず
り
な
が
ら
日
々

を
や
り
過
ご
し
て
い

た
。
し
か
し
、
画
廊

で
出
会
っ
た
大
学
生

の
瀬
川
紀
子
（
咲
耶
）
と
の
奇
妙
な
情
事
を

き
っ
か
け
に
、
矢
添
の
日
常
と
心
は
揺
れ
始

め
る
。

　

脚
本
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
荒
井
晴
彦
監

督
が
、
作
家
・
吉
行
淳
之
介
に
よ
る
同
名
小

説
を
モ
ノ
ク
ロ
映
像
で
映
画
化
。
過
去
の
恋

愛
経
験
か
ら
女
性
を
愛
す
る
こ
と
を
恐
れ
な

が
ら
も
愛
さ
れ
た
い
と
願
う
小
説
家
の
滑
稽

で
切
な
い
愛
の
行
方
を
、
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
と

ペ
ー
ソ
ス
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
描
き
出
す
。

矢
添
は
、
執
筆
中
の
恋
愛
小
説
の
主
人
公
に

自
分
自
身
を
投
影
し
て
「
精
神
的
な
愛
の
可

能
性
」
を
自
問
す
る
よ
う
に
探
求
す
る
こ
と

を
日
課
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
ナ
ル
シ
ス
ト

的
な
行
動
や
き
ざ
な
会
話
の
描
き
方
が
往
年

の
フ
ラ
ン
ス
映
画
を
思
わ
せ
、
純
文
学
的
な

も
の
も
感
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
は
吉
行
の
原
作

を
大
事
に
し
て
映
画
化
し
た
結
果
だ
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。

 

（
映
画
ラ
イ
タ
ー　

田
中
雄
二
）

ス
ト
ー
リ
ー
。
福

士
蒼
汰
が
双
子
の

涼
と
恵
の
二
役
、

福
原
遥
が
亜
子
役

で
主
演
。「
世
界
の

中
心
で
、
愛
を
さ

け
ぶ
」
な
ど
数
多

く
の
恋
愛
映
画
を

手
掛
け
て
き
た
行

ゆ
き
さ
だ
・
い
さ
お

定
勲
が
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ

た
。
ま
る
で
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク

監
督
の
「
め
ま
い
」
の
男
女
を
逆
転
さ
せ
た

よ
う
な
、
失
わ
れ
た
愛
を
め
ぐ
る
一
人
二
役

映
画
。
い
ろ
い
ろ
と
違
和
感
を
覚
え
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
再
生
へ
の
エ
ー
ル
を
送
っ
た

映
画
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
風
景
も
美
し
い
。

「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー

ふ
た
り
の
時
空
旅
行
」（
19
日
公
開
）★
★
★

〝
ど
こ
で
も
ド
ア
〞で
の
時
空
旅
行

　

友
人
の
結
婚
式
で
知
り
合
っ
た
デ
ビ
ッ
ド

と
サ
ラ
は
、レ
ン
タ
カ
ー
の
カ
ー
ナ
ビ
に
導

か
れ
奇
妙
な
ド
ア
に
た
ど
り
着
く
。そ
の
ド

ア
の
先
は
、そ
れ
ぞ
れ
の「
人
生
で
一
番
や
り

直
し
た
い
日
」に
つ
な
が
っ
て
い
た
。〝
最
悪

な
思
い
出
〞か
ら〝
最
高
の
愛
〞を
見
つ
け
る

た
め
の
、２
人
の
時
空
旅
行
が
始
ま
る
。

©２０２５　映画「楓」製作委員会

©２０２５「星と月は天の穴」製作委員会
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「漁業のために海を守る」

が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
コ
メ
ペ
ス
カ
の
代
表
、
シ
ト
ラ
リ
・

ゴ
メ
ス
・
レ
ペ
氏
は
言
う
。「
私
た
ち

は
今
、
漁
業
と
い
う
産
業
シ
ス
テ
ム
全

体
の
変
革
が
必
要
な
局
面
に
あ
り
、
自

ら
動
き
解
決
策
を
探
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
協
働
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
水
産
物
が
持
続
可
能

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
」。

　

海
や
水
産
業
を
め
ぐ
る
国
際
会
議

は
、
国
際
機
関
や
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際

メ
デ
ィ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
催
主
体

の
も
と
各
地
で
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。
世
界
の
海
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、

海
の
課
題
は
多
国
間
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
各
国
水
産
業
が
抱

え
る
課
題
に
は
共
通
す
る
内
容
も
多

く
、
知
恵
の
共
有
が
有
用
で
あ
る
こ
と

が
そ
の
理
由
だ
。

　
し
か
し
本
サ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
持

続
可
能
な
海
を
目
指
す
国
際
会
議
を
水

産
業
界
基
盤
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
主
催
す
る
こ

と
は
珍
し
い
。
今
回
の
参
加
者
も
半
数

が
漁
業
者
で
「
漁
業
の
た
め
に
海
を
守

る
」
と
い
う
彼
ら
の
思
い
が
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
前
に
進
め
て
い
る
。

　
メ
キ
シ
コ
は
零
細
沿
岸
漁
業
者
が
圧

倒
的
多
数
を
占
め
る
国
で
あ
り
、
実
は

日
本
と
共
通
す
る
。
日
本
の
海
の
課
題

解
決
を
見
据
え
、
コ
メ
ペ
ス
カ
と
は
今

後
連
携
を
深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
12
月
３
〜
５
日
の
３
日
間
、
メ
キ
シ

コ
・
ユ
カ
タ
ン
州
の
メ
リ
ダ
で
開
催
さ

れ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
シ
ー
フ
ー
ド
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、

そ
の
熱
気
と
先
進
性
に
大
い
に
感
銘
を

受
け
て
帰
国
し
た
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
メ
キ
シ
コ
の
水

産
業
界
を
基
盤
と
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
メ
キ

シ
コ
漁
業・養
殖
産
品
振
興
評
議
会
（
コ

メ
ペ
ス
カ
）
が
定
期
的
に
主
催
す
る
国

際
会
議
だ
。
漁
業
や
養
殖
業
の
変
革
、

持
続
可
能
な
水
産
業
の
推
進
を
目
的
に

２
０
１
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

５
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
参
加
者
は
17

カ
国
か
ら
６
０
０
余
人
。
ユ
カ
タ
ン
州

知
事
を
は
じ
め
政
府
機
関
、
研
究
機
関
、

漁
業
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
、
金
融
機
関
、

流
通
事
業
者
、
市
民
団
体
、
シ
ェ
フ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
登
壇

者
は
、
中
南
米
を
中
心
に
１
５
０
人
を

超
え
、
水
産
業
や
水
産
物
の
影
響
が
及

ぶ
社
会
範
囲
の
幅
広
さ
を
物
語
る
。

　

社
会
的
公
正
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
（
生
産
流
通
履
歴
）、
気
候
変

動
へ
の
適
応
を
テ
ー
マ
に
20
を
数
え

た
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
タ
イ
ト
ル

は
「
水
産
市
場
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル・

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
実
践
」「
持

続
可
能
な
漁
業
に
対
す
る
投
資
案
件

候
補
集
」「
気
候
危
機
と
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
脱
炭
素
化
」「
シ
ェ
フ
が

語
る
水
産
物
の
新
た
な
可
能
性
」
な

ど
で
、
ど
れ
も
非
常
に
活
発
な
議
論

佐々木ひろこ
ささき・ひろこ　（一社）Chefs for the 
Blue 代表理事。フードジャーナリスト。
トップシェフたちと法人を設立し、企業や自治
体、財団などとともに日本の海と食文化を
未来につなぐための各種事業を行う。

メリダの国際会議場にて＝12月4日、筆者撮影

16
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藤野嘉子
料理研究家

ふじの・よしこ　1957年生まれ。
日本テレビ「キユーピー 3 分クッ
キング」、NHK「きょうの料理」に
出演。雑誌や講演会などで料理を
指導している。著書多数。

17

　
新
年
の
お
せ
ち
料
理
に
お
い
し
い
煮
物

を
作
り
ま
せ
ん
か
。手
軽
に
で
き
る
煮
物

「
い
り
鶏
」で
す
。失
敗
せ
ず
に
き
れ
い
に

仕
上
げ
る
に
は
、鶏
肉
と
野
菜
を
下
ゆ

で
す
る
事
が
大
切
で
す
。あ
く
や
余
分
な

脂
が
落
と
せ
る
の
で
、品
良
く
仕
上
が
り

ま
す
。ま
た
、最
後
に
加
え
る
み
り
ん
を

強
火
で
絡
め
る
と
つ
や
良
く
仕
上
が
り

ま
す
。

　
も
う
1
品
、形
も
か
わ
い
い
岩が

ん
せ
き
た
ま
ご

石
卵
も

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ぜ
ひ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

鶏肉と野菜の煮物（いり鶏）

＜材料＞　3～4人分
　・サトイモ 400g
　・ニンジン 1本
　・ゴボウ  20センチ  
　・こんにゃく 小1枚
　・レンコン 6センチ
　・干しシイタケ 4枚
　・鶏もも肉 1枚
　・だし汁  2と1/2カップ
　・砂糖  大さじ2
　・酒、しょうゆ 各大さじ3
　・みりん  大さじ3
＜作り方＞
①鶏もも肉は余分な脂肪を取り1口大に切り、軽
く塩を振り、5分置きます。熱湯をくぐらせて霜降
りにし、ざるに取り出します。ニンジンは皮をむい
て1センチの輪切りにして、梅の抜型で抜いて
おきます。
②ゴボウはたわしで洗い泥を落として4センチに
切ってから４つ割りにし、水からゆで沸騰した
ら1分ゆでます。こんにゃくは7ミリ厚さに切り、
真ん中に切れ目を入れ、くるりと返し手綱にし
て水から下ゆでします。干しシイタケは戻して石
づきを切り、大きいものは半分に切ります。
③レンコンは皮をむいて1センチ幅に切り、いちょ
う切りにします。

④サトイモは洗って天地を切り、6面に皮をむき、
大きいものは半分に切ります。レンコンとともに
水からゆで沸騰したら1分ほどゆでます。優しく
冷水に取り出します。

⑤鍋にサラダ油小さじ2を入れ、ゴボウ、こんにゃ
く、シイタケを炒めます。香りが出たら残りの野
菜を加えひと混ぜしてから、鶏もも肉をのせま
す。だし汁を加え沸騰したらあくを取り、酒、砂
糖、しょうゆを順に加え、落としぶたをして中火
～弱めの中火で20分煮ます。

⑥時々天地を返して、煮汁が少なくなったら強火
にしてみりんを加えつやを出し、火を止めて粗
熱が取れたら器に盛ります。ゆでたキヌサヤや
梅麩

ふ
などを添えます。

　
岩石卵

＜材料＞
　・卵　 3個　・砂糖 　 大さじ2～2.5　・塩少々
＜作り方＞
①鍋に水から卵を入れ沸騰したら11分ゆでてゆ
で卵を作り、からをむきます。

②白身と黄身に分け、白身はざくざく切る。黄身は
砂糖・塩を加えよく混ぜます。

③白身と黄身を混ぜ、4等分にします。ラップに包
み、茶巾絞りにして、口をゴムなどでとめます。レ
ンジの皿に並べ、600ワットで30秒かけます。

煮
物
で
祝
う
お
正
月
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　通信制高校の紹介サイト「Go通信制高校」を運営する
プレマシード（東京）は、通
信制高校生と卒業生を対象
とした同社へのインターンシ
ップ参加者が累計で50人を
突破した、と発表した。
　このインターンシップは、
通信制高校への社会の理解を促進することを目的に
2024年8月に始まった。「10代の学び・悩み」「通信制高
校のリアル」などをテーマに、同社のスタジオでインタビ
ューし、撮影を行う。参加者には時給1300円と交通費を
支給する。
　自らのリアルな体験を発信することで、同世代や保護
者に向けて通信制高校の実像とポジティブな学び方を
知ってもらうのが狙いだ。
　同社によると、通信制高校の生徒数は年々増えており、
全高校生の約10人に1人に当たる約30万人に達してい
る。増加の背景には、不登校の経験や学び直し、進路の迷
いなど多様な背景を持つ生徒が増えていることが挙げら
れる。一方で、社会の理解は追いついていないという。

　医療用キャビネット・カートなどの製造・販売を手が
けるサカセ化学工業（福
井市）は、新たに宿泊業
界向けに完全オーダーメ
ードのカートの受注生
産、販売を始めた。
　第1弾として、城崎温泉
（兵庫県豊岡市）の老舗
ホテル「西村屋ホテル招月庭」から受注し、施設の環
境に調和したデザインで、機能性に優れた下膳カート
とサービスワゴンを納入したという。
　宿泊業界は、備品や設備で機能性とデザイン性を
両立し、ブランドイメージを統一するためにカスタマイ
ズしたい、というニーズが高まっているものの、従来の
規格品は柔軟に対応できないという課題があった。
　サカセ化学工業は、医療機関向けのカートやキャビ
ネットの製造・販売で培った経験を生かし、宿泊施設
ごとにサイズや機能、デザインに対する要望を具体的
に聞き、作業効率がよくブランドイメージに調和するカ
ートを提供する、としている。

　久留米工業大学（福岡県久留米市）工学部の学生
5人がこのほど、地元の筑後地域の中小企業の経営
者に2日間同行し、働くことの意義やリーダーシッ
プを学ぶ「社長のかばん持ち」を体験した。
　久留米工業大学と筑後信用金庫（久留米市）が
2017年に締結した「包括連携協定」に基づく地
域連携事業として行われており、今回で7回目と
なる。
　5人の学生は筑後地域の5社の社長にそれぞれ
同行し、傍らの “特等席 ”から中小企業経営者の心
構え、意気込み、トップとしての人への気配りな
どを学んだ。
　高度な技術でタイヤ金型を作る企業の経営者に
同行した学生は「社内会議や取引先との打ち合わ
せ、現場視察、社員とのコミュニケーションなど
に触れることで、企業経営のリアルな意思決定の
場面を間近に見る貴重な機会となった」と話して
いるという。

　全日本空輸（ANA、東京）は 2026 年 1 月9
日まで、沖縄県の那覇空港発着の国内線を対象運
賃で往復利用し、キャンペーンの参加登録をした
ANAマイレージクラブ会員の中から抽選で 250 人
にオリジナルグッズをプレゼントするキャンペーンを
行っている。
　ANA X（東京）も冬の沖縄に来訪する人を対象
に、飛行機と宿泊のセットプラン「ダイナミックパッ
ケージ」で使える「ANAトラベラーズクーポン」を
配布している。クー
ポンの対象となる旅
行期間は 26 年 3 月
31日まで。
　地域創生事業に取
り組んでいるANAグ
ループは、「沖縄は
冬季に閑散期を迎え
るが、冬ならではの
魅力が数多くある」
とPRしている。

ANAグループが冬の沖縄キャンペーン実施

久留米工大の学生が
　「社長のかばん持ち」体験

通信制高校のリアルな姿を知って

宿泊業界向けにオーダーメードのカート受注生産
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今週の動き
days schedule7 （12.22→ 12.28）

12/22（月） ・ 糸魚川大火から9年
12/23（火） ・ 2026年1～3月の3カ月予報（気象庁）
 ・ 上皇さま92歳の誕生日
12/24（水） ・ 10月29、30日の金融政策決定会合の「議

事要旨」（日銀）
12/25（木） ・11月の宿泊旅行統計（観光庁）
12/26（金） ・11月の有効求人倍率（厚生労働省）
 ・11月の完全失業率（総務省）
 ・11月の鉱工業生産指数速報（経済産業省）
 ・2025年平均と12月の東京都区部消費者

物価指数（総務省）

 ・通天閣で干支の引き継ぎ式（大阪市）

12/27（土） ・2025年報道写真展（～26年1月5日、東京
都中央区）

 ・樹氷ライトアップ（～26年2月22日、山形市）
12/28（日） ・日本相撲協会財団法人設立100周年
 ・競馬　有馬記念（中山競馬場）

12/27（土） ・ボクシング 世界スーパーバンタム級主要4
団体統一王者の井上尚弥が、世界ボクシ
ング評議会（WBC）同級2位のアラン・ピカ
ソと防衛戦（リヤド）

12/28（日） ・ミャンマー総選挙（26年1月にかけて段階
的に実施）

国 内

国 際

小尾修　「咆哮」　2021年

会　　場： ホキ美術館
 千葉市緑区あすみが丘東3-15
会　　期： ～2026年5月13日
開館時間： 午前10時～午後5時30分
 12月29日は午後4時30分閉館
 （入場は閉館の30分前まで）
休 館  日： 火曜日（5月5日は開館）、12月31日、
 2026年1月1日、5月7日
料 金： 一般 2100円
 65歳以上・高大生 1600円
 中学生 1000円
 小学生以下 800円
　　　　　（小学生以下は保護者1人につき2人まで無料）

画
キャンバス

布に描くまなざし 
―ホキ美術館風景画展―

　写実絵画は、完成するまでに非常に長い時間がかかる。なぜ作家はその風景に心を動かされたのか、1枚の完

成に数カ月を費やす写実絵画としてその景色を残そうと思ったのか…。作家が想いを込めた数々の風景画から、

写実の魅力を感じることができる。
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